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Overture——Webの進化1.1

　インターネット利用の普及により，WebブラウザをクライアントとしたWebアプリ
ケーションがさまざまな場面で使われるようになりました。Webアプリケーションは，
Webブラウザからサーバにリクエストを送り，サーバ側で処理を行い，その結果をレス
ポンスとしてWebブラウザに送り返し，そのデータをWebブラウザ上に表示します。
　通常，Webブラウザに表示するページはHTMLで記述されるため，Webアプリケー
ションにレスポンスとして送信されるデータもHTMLで記述されます。そのため，Web
アプリケーションで提供できるインターフェイスはHTMLで提供されるものであり，こ
のHTMLで表現できるインターフェイスはそれほど優れたものではなかったので，ここ
がWebアプリケーションの限界と言われていました。
　また，Webアプリケーションは，ユーザがWebブラウザでページ上の入力フォーム
にデータを入力し，そのデータをサーバに送信し，サーバが処理をしてレスポンスを返
す形式です。そのため，すべての処理はサーバで行われ，クライアント側はページを表
示するだけです。例えば入力データの検証だけでもサーバ側にリクエストが送られ，ク
ライアント側では処理がブロックされることになります。このように，ユーザとのイン
タラクションの不自由さも従来のWebアプリケーションの欠点です。Webアプリケー
ションは，ページを切り替えることによってアプリケーションが進行していくため，ま
るで紙芝居のようにアプリケーションが動作します。
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　本書は，Java開発者のために書かれたAjaxの本です。Javaに精通した人間
からするとAjaxは別の世界に感じます。しかし，実際に触れてみると，これまで
我々が培ってきた技術をさらに増幅してくれるものだとわかってきます。Ajaxは，
Javaの仕事に豊かな表現力を与えてくれるのです。WebプログラマやWebデザ
イナ，そしてJava開発者，皆の仕事が分業化されている昨今，高い視点から統合的
にWebシステムを見ることが必要とされています。Ajaxの基本を知ることで現状
が打開できます。まずはやってみましょう（仮）。
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図1.1　従来のWebアプリケーションの動き

　従来のWebアプリケーションは，各ページの表現力やユーザとのインタラクションの
面で，十分とは言い切れず，このあたりがWebアプリケーションの限界だと思われてい
ました。

Ajaxアプリケーションの登場1.2

　こうした状況で，従来のWebアプリケーションの限界を超えるアプリケーションが登
場しはじめました。例えば，Google社が提供するGoogle Mapsでは，地図をドラッグ
することにより表示エリアが連続的に切り替えられます。このアプリケーションがリリー
スされた時には，これがWebブラウザの上で実現されていることがある種の衝撃として
世の中に受け入れられました。
　このようなアプリケーションを幕開けに，Webブラウザ上でのJavaScriptやCSSの
利用が進んでいきます。そして，このようなアプリケーションでは，JavaScriptを利用
して，非同期でサーバにアクセスし，ページ全体を再描画することなくページの一部だ
けを切り替えていきます。このような仕組みはAjax（Asynchronous JavaScript and 
XML）と呼ばれ，注目を集めていきます。当初はサーバとのやり取りにXMLを利用し
ていたため，AjaxのxとしてXMLが入っていますが，現状では，それ以外にさまざま
なフォーマットが用いられるようになっています。
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図1.2　Ajaxアプリケーションの動き

1.2  Ajaxアプリケーションの登場
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　このように，非同期でサービスにアクセスし，ページの一部を書き換え，JavaScript，
CSSを用いて，表現力豊かなユーザインターフェイスを提供することで，Webアプリケー
ションは新しい時代に突入したと言えるでしょう。

Ajaxアプリケーションの仕組み1.3

　ここで，Ajaxアプリケーションの仕組みの概略を説明します。初めて聞く言葉もいく
つか出てきますが，これらの用語は本書を通して解説していきますので安心してくださ
い。
　Webブラウザで表示されているページに配置されているボタンをクリックするなど，
ユーザからのアクションがあると，そのボタンに関連づけられたJavaScriptのプログラ
ムが動きはじめます。そのJavaScriptの中からXMLHttpRequestを利用してサーバ側
のサービスを非同期で呼び出します。そして，Webブラウザ上のJavaScriptプログラム
はそのサービスの実行結果を受け取り，その結果を元にDOM APIを通してページの構
造を書き換え，CSSを利用して見映えを調整します。これが基本的なAjaxの仕組みです。
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図1.3　Ajaxアプリケーションの基本的な動き

本書の構成1.4

　本書では，このAjaxアプリケーションを構築するために必要な知識を説明していき
ます。
　はじめにPart2では，Ajaxアプリケーションの基礎を解説します。第2章では，ブラ
ウザ上で動作するプログラム言語であるJavaScriptについて解説します。第3章では，

JavaScriptとHTMLを結びつけるDOM APIを解説します。DOM APIを操作すること
により，動的にブラウザ上の表示を書き換えることができます。第4章では，サーバ側
のサービスを呼び出すXMLHttpRequestについて解説します。
　Part2で解説したテクノロジを用いてAjaxアプリケーションを作成することができま
すが，これらが提供する機能は基本的なもののため，あまり効率がいいものではありま
せん。より効率よくアプリケーションを開発するために，いろいろなライブラリやフレー
ムワークが提供されています。本書では，オープンソースのライブラリとフレームワー
クをいくつか紹介していきます。
　Part3では，Webブラウザ上で動作するJavaScriptのライブラリを紹介します。第5
章では，prototype.jsを紹介します。prototype.jsは，JavaScriptの持つ基本的な機能
をより使いやすくするための拡張を提供します。第6章では，Dojo Toolkitを紹介します。
Dojo Toolkitは基本的なJavaScriptの言語拡張から表現力豊かなユーザインターフェイ
ス部品を提供するウィジェットまで非常に広範囲の機能を提供します。
　Part4では，サーバ側のサービスとクライアント側のJavaScriptを連携させるフレー
ムワークを紹介します。ここでは，サーバ側でサービスを提供する言語としてJavaを用
います。第7章では，DWR（Direct Web Remoting）を紹介します。DWRを用いると，
サーバ側にあるJavaプログラムをクライアント側からローカルの関数を呼び出すように
簡単に呼び出すことができます。第8章では，Ajax4jsfおよびRichFacesを紹介します。
これらのフレームワークはJSF（JavaServer Faces）を拡張したフレームワークで，開
発者はページ上にJSFの部品を配置するだけでいいので，JavaScriptを記述することな
くAjaxアプリケーションを開発できます。第9章では，jMakiを紹介します。jMakiは，
JavaScriptで書かれた処理をラップしてJSFの部品として提供でいるため，JavaScript
を駆使して部品を提供する開発者とそれを利用してページを作成する開発者を分けるこ
とができます。
　Part5では，Ajaxアプリケーションを作成するための環境を説明します。第10章では，
Eclipseプロジェクトが提供するATF（Ajax Tools Framework）を中心に，Ajaxアプ
リケーションのプログラミング環境を紹介します。第11章では，JsUnitとSeleniumを
中心に，Ajaxアプリケーションのテスト環境を紹介します。第12章では，FireBugを
用いて，Ajaxアプリケーションのデバッグとプロファイルを行う環境を紹介します。

1.4  本書の構成


